
（一般社団法人）

▼関東甲信越ブロック会議を開催

▼県が総合評価ガイドライン改定

▼本部にドローンを導入

http://www.ibaken.or.jp/


本会を含む関東甲信越地方建設業協会長会は 10月 6日、東京都内の経団連会館で開かれた関東甲信
越地方ブロック会議に 7項目の要望を提出し、国土交通省と意見交換を行いました。会議の最後には、
第 2次補正予算における地域工事の重視、2017 年度予算における公共工事予算の大幅な増額確保などを
盛り込んだ決議を満場一致で採択。全国建設業協会を通じ、関係機関に働きかけていきます。

冒頭、渡邉勇雄会長（栃木県

建設業協会）は「災害が頻繁

に発生している。社会資本を

支えるためには、建設産業の

経営基盤安定はもとより、処

遇の改善など業界のイメージ

アップが必要」と訴え、これ

に国交省の谷脇暁土地・建設

産業局長は「来年度予算には

1.15 倍の事業費を要求してい

る。担い手 3 法についても皆

さまと力を合せて取り組んで

いきたい。建設関連制度も会

議で検討する」と応えました。

国交省関東地方整備局の大西亘局長は「地域イ

ンフラサポートプランを策定し、週休 2日モデル

や若手登用を進めている」と状況を説明しまし

た。

全国建設業協会の近藤晴貞会長は「地域建設業

が将来にわたって役割を果していくことをテー

マに、経営安定化、担い手確保・育成などについ

て、本音で議論をしてまいりたい」と述べました。

ブロック会議での要望事項は①公共事業予算

の安定的・持続的な確保と安定した財源確保②限

界工事量の確保③地元建設事業者の受注機会拡大

④営繕（建築）工事に関する改正品確法の運用検

証と情報収集窓口の設置および「入札時積算数量

書活用方式」⑤改正品確法の運用指針の徹底⑥中

央公契連における、工事請負契約に係る低入札価

格調査基準の見直し⑦建設業の担い手確保・育成

の推進と戦略的広報－の 7項目です。

このうち本会は、担い手確保に向け、若年技術

者が将来を託せるような社会資本整備計画の明

示や計画的かつ安定的な公共事業予算の確保、拡

大を要望したほか、業界のイメージアップに向け

た官民一体の取り組みを求めました。

活発に意見を交換しました

地域工事の重視、来年度予算の確保を地域工事の重視、来年度予算の確保を地域工事の重視、来年度予算の確保を
関東甲信越建協  地域懇談会・ブロック会議関東甲信越建協  地域懇談会・ブロック会議関東甲信越建協  地域懇談会・ブロック会議
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全国建設産業団体連合会（建

産連、渡邉勇雄会長）は 9 月

12 日、会長会議を石川県金沢

市内のホテル日航金沢で開催

しました。会議は、各県建産

連から 11の提案議題が示され、

それぞれについて国土交通省職員が回答する形

で進行。最後に、来年度当初予算の増額や国土強

靭化計画の具現化などを含む 9項目が決議され閉

会しました。

冒頭のあいさつで渡邉会長は、地方建設産業の

疲弊を危惧し「安定的な予算はもちろん、公共事

業の減少が著しい地域への重点的な配分を強く

望む」と公共予算の確保と配分についての考えを

示しました。

会議の中で、平田研建設業課長は地方の中小建

設業者の評価方法について、「非常に大切な地域

の守り手。経営事項審査で防災協定の有無や機械

の保有状況などを評価してきた。今後も客観的な

評価になじむような活動がないか見ていきたい」

と話しました。また、入札の地域要件についても

「地方自治体に対して競争性を確保しながら、地

域要件の適切な設定に努めるよう周知している。

今後も地方中小企業の受注機会の確保に努めた

い」と述べました。

当初予算増額や国土強靭化具現化など決議当初予算増額や国土強靭化具現化など決議当初予算増額や国土強靭化具現化など決議
全国建産連会長会議を開催

渡邉会長

① 平成 29年度当初予算の大幅な増額を確保
② 国土強靭化計画の具現化と中長期の投資期間の
設定およびその原資の特定財源化
③地方の建設産業の十分な受注機会の確保
④ 調査基準価格（最低制限価格）の引き上げと予
定価格の上限拘束性の撤廃
⑤標準見積書の活用と法定福利費の配分の徹底
⑥ 生活給を加味した方法の導入など、現行の労務
費調査などを抜本的に見直す
⑦施工の平準化と納期の分散化
⑧ 週休 2日制導入のため、工期の延長および諸経
費の増額
⑨ 東日本大震災の被災地域の特例措置および前金
払の支出割合の引き上げの継続

決議要旨

◇ 

地
域
経
済
の
活
性
化
を
基
本
と
し
た
我
が
国
全
体
の
自
立
的
な
景
気
回
復

と
本
格
的
な
デ
フ
レ
脱
却
を
果
た
す
た
め
、
平
成
28
年
度
第
2
次
補
正
予

算
の
公
共
事
業
費
の
配
分
・
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
民
間
建
設
投
資

も
少
な
く
、
公
共
事
業
費
の
減
少
も
著
し
い
地
域
の
工
事
を
重
視
し
、
現

在
、顕
在
化
し
て
い
る
地
域
間
や
企
業
間
格
差
の
縮
小
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
の
強
靭
化
の
促
進
と

と
も
に
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
地
域
建
設
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
化

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
共
工
事
予
算
の
大
幅
な
増
額

確
保
を
図
る
こ
と
。

◇ 

頻
発
す
る
自
然
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
必
要
な
社
会
資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
と
と
も
に
迅
速
で
機
能
的
な

災
害
対
応
体
制
の
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
地
域

建
設
業
界
が
疲
弊
し
た
状
況
を
抜
け
出
し
て
そ
の
役
割
を
持
続
的
に
果
た

せ
る
よ
う
、
地
域
建
設
業
を
対
象
と
す
る
公
共
事
業
予
算
の
重
点
的
な
配

分
に
よ
る
工
事
量
の
確
保
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
多
様
な
入
札

契
約
方
式
の
活
用
等
に
よ
り
地
域
建
設
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図

る
な
ど
地
域
建
設
業
者
が
安
定
し
て
事
業
機
会
を
確
保
で
き
る
仕
組
み
の

整
備
を
図
る
こ
と
。

◇ 

将
来
に
わ
た
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
担
い
手
の
中
長
期
的
な
確
保
・

育
成
を
図
る
た
め
、
適
正
な
予
定
価
格
お
よ
び
適
切
な
工
期
設
定
、
発
注

お
よ
び
納
期
等
施
工
時
期
の
平
準
化
、
営
繕
工
事
に
お
け
る
「
入
札
時
積

算
数
量
書
活
用
方
式
」
等
に
よ
る
適
切
な
設
計
変
更
な
ど
「
担
い
手
三
法
」

に
基
づ
く
運
用
指
針
の
全
て
の
発
注
者
へ
の
指
導
徹
底
を
図
る
こ
と
。

◇ 

週
休
2
日
制
実
施
に
伴
う
設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
や
現
場
管
理
費
の
調

査
方
法
・
決
定
方
法
の
抜
本
的
見
直
し
を
は
じ
め
、
資
材
の
実
勢
価
格
を

早
期
か
つ
適
正
に
反
映
す
る
積
算
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
低
入
札
価
格
調
査

基
準
等
に
お
け
る
中
央
公
契
連
モ
デ
ル
の
設
定
範
囲
の
上
限
撤
廃
、
予
定

価
格
の
上
限
拘
束
性
の
撤
廃
、
さ
ら
に
、
地
域
の
実
情
や
小
規
模
工
事
に

も
配
慮
し
たi-C

onstruction

の
検
討
等
現
場
で
の
省
力
化
・
効
率
化
に
よ

る
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
推
進
し
、
建
設
業
が
持
続
的
に
健
全
な

発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
必
要
な
枠
組
み
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
。

◇ 

若
年
労
働
者
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
と
い
う
我
が
国
が
抱
え
る

構
造
的
課
題
の
中
で
、
適
正
利
潤
の
確
保
に
よ
る
処
遇
改
善
と
と
も
に
、

週
休
2
日
制
の
実
現
等
将
来
の
見
通
し
に
立
っ
た
労
働
環
境
の
改
善
や
若

年
の
入
職
促
進
な
ど
地
域
の
建
設
業
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
へ
の

取
組
み
に
対
す
る
支
援
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
若
年
技
術
者
等
が
将
来

を
託
せ
る
よ
う
な
国
土
強
靭
化
法
等
を
踏
ま
え
た
社
会
資
本
整
備
の
将
来

的
見
通
し
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
公
共
事
業
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
広
め
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
。

関
東
甲
信
越
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

決
議
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　総合評価方式の主な改正点は、次のとおりです。

【工事箇所の存する市町村における災害時地域貢

献の実績評価】

評価項目「災害時地域貢献の実績」内に「工事

箇所の存する市町村における災害時地域貢献の

実績評価」を追加。予定価格 3000 万円以上、県

内業者を対象とした特別簡易型 II の場合、災害

時地域貢献の実績は、これまでの「実績あり」1

点に、「工事箇所の存する市町村における実績あ

り」の 1点が追加となる。（右表参照）

【企業局長表彰の追加】

評価項目「優秀主任（監理）技術者表彰の受賞」

において、企業局長表彰を追加する。

【技術評価点の改定】

評価点の総点数を設定していた方式を取り止

め。評価点を 11 ～ 56 点で設定。標準を設定し、

評価項目「地域内拠点の有無」（2点）について、

設定する場合と設定しない場合で合計点を変更

する。県内型の特別簡易型 I は 11 点、特別簡易

型 II は 14 点、簡易型は 24 点が基本となる。

【地域貢献重視型の追加】

県内外型・県外型において、評価項目「災害協

定締結の有無」、「災害時地域貢献の実績」（いず

れも 1点ずつ）を評価する「地域貢献重視型」を

追加。県内外型で地域貢献重視型の場合、合計点

は特別簡易型 II が 16 点、簡易型が 26 点となる。

県土木部は、本年度下半期における工事の総合評価方式実施目標に「一般競争入札案件全体の 50%
以上」を掲げました。総合評価ガイドラインの改定では、「災害時地域貢献の実績」内に「工事箇所の存
する市町村における災害時地域貢献の実績」を追加。技術評価点も改定し、地域内拠点の有無について、
設定する場合としない場合について合計点を変更します。10月 1日起工分から適用を開始しました。

災害貢献を重視・局長表彰も評価
茨城県が総合評価ガイドライン改定

評価基準等の改定

評価項目
新設・改定内容

備考
項目 【新】 【旧】

災害時地域貢献の
実績

地域貢献の
実績

工事箇所の存する市町村の
実績の評価基準を追加

茨城県との災害時の応急対
策協定による要請に基づき
行った実績

※県内型のみ

優秀主任（監理）
技術者の受賞

受賞対象 知事表彰
事務所長表彰（事務所発注工事）
企業局長表彰

知事表彰
事務所長表彰（事務所発注工事）

ガイドライン改正後の評価項目と配点
※例 : 特別簡易（II） 3000 万円以上 県内業者対象

評価項目 改定前
（点）

改定後
（点）

企業の施工能力 工事成績や施工実績など 5.0 5.0
配置予定技
術者の能力

施工経験など 2.0 2.0

地域精通度 本社の所在地 2.0 2.0

地域貢献度

災害時地
域貢献の
実績

工事箇所の存す
る市町村におけ
る実績有り

- 1.0
加点

実績有り 1.0 1.0
実績無し 0 0

その他

災害協定の
締結やボラ
ンティア活
動など

5.0 5.0

合計 15.0 16.0

－ 4 －

茨 建 協 ニ ュ ー ス第567号  平成28年10月15日



本部にドローンを導入 被害状況調査などに活用を

本会はこのほど、災害時などに人の立ち入

りが困難な場所や危険な場所の被害状況の

調査に活用するため、本部にドローン（DJI 

PHANTOM4）を導入しました。また講習会など

へ積極的に参加し、オペレーターを務める担当職

員の操縦技術向上を図っております。有事の際に

は各支部からの要請を受け、オペレーターを務め

る協会職員とドローンをセットで派遣します。

本会は、これまでの災害対応における教訓を

生かし、各支部に発電機や衛星携帯電話、水

害対策用の土のうなどの災害対策資機材を

整備してきました。今回導入したドローン

は、有事の際の被害状況調査ツールとしてご活用

ください。

日立建機㈱（辻本雄一代表執行役・執行役社

長）の常陸那珂工場敷地内に国内最大級となる 1

万 4000 ㎡の「ICTデモサイト」が完成し、10 月

3 日に開所式が執り行われました。橋本昌県知事

や梶山弘志衆議院議員をはじめとする多数の来

賓が参加し、開所を祝いました。

辻本社長は「ICT デモサイトは、弊社の製品

のみならず、ビジネスパートナーの最新技術やソ

フトウエアを取り揃えることで、情報化施工を体

感していただける施設。今後は ICT技術の講習・

研修施設として、皆さまにご活用いただければ」

とあいさつしました。

デモサイトは、敷地内にマシンコントロール建

機やUAV測量、荷重判定装置など 5つのサイト

と研修棟を配置。研修棟からはガラス張りの室内

から稼働状況を見学できるほか、4つのモニター

で各サイトの作業や運転席でのオペレーション

内容を見ることができます。

なお、デモサイトにおける講習は日立建機日本㈱

を通じて受け付けています。

日立建機ICTデモサイトが開所 国内最大級
1万4000㎡

5 つのでもサイトで情報化施工を体感できます

テープカットには本会の小林副会長（左端）も参加しました

－ 5 －
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建設業の担い手確保へ取り組み推進

建設産業担い手確保・育成コンソーシアム

（事務局 =一般財団法人建設業振興基金）よ

り地域連携ネットワーク構築支援事業を受託

している本会が中心となり、このほど「県建

設産業担い手確保・育成ネットワーク協議会」

を発足しました。建設業関連団体と教育機関、

行政機関が連携し、中長期的な計画を策定、

若年者の入職促進や育成に向けた取り組みを

推進していきます。

協議会は、本会をはじめとする建設産業団

体連合会、茨城労働局、県職業能力開発協会、

県鉄筋業協同組合のほか、茨城県から検査指

導課、労働政策課、職業能力開発課の 3課が

参加。それぞれの構成機関・団体が、担い手

確保に向けた自らの事業実施に際し、他の構

成機関・団体へ参加を呼び掛け、連携するこ

とで事業効果の増加を図っていきます。

雇用管理改善促進
啓発実践推進委員会啓発セミナー終え、個別支援へ啓発セミナー終え、個別支援へ

建設業における人材確保に向けた雇用管理

改善を進めるため、本会に設置した啓発実践

推進委員会（小林伸行委員長）は、これまで

に会員事業所や関係行政機関などに 1200 枚の

普及・啓発用リーフレットを配布したほか、3

会場（筑西市・土浦市・水戸市）において、

啓発セミナーを実施しました。

今後は会員企業 10 社を対象に雇用管理アド

バイザーを派遣し、事業主に対して雇用管理

改善に関するコンサルティングを行います。

年度末には実践セミナーなどを開催し、改善

事例の周知、啓発を図っていきます。

各機関連携し、効果増狙う

協議会を発足協議会を発足

3 会場で啓発セミナーを開催しました 個別支援へアドバイザーと顔合わせを行いました
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会員の動向
〈代表者変更〉

▽高萩支部
　日興建設㈱　　　菊池　　智  →  菊池　　節
▽水戸支部
　加藤設備工業㈱　加藤　欣一  →  加藤　宏之
▽潮来支部
　誠殖産工業㈱　　細田　正治  →  細田　誠一

ちょっと一言

地球にもっとも月が近づくスーパームーンは、大
体 1年から2年の間隔でやってくるのですが、今
年は68 年ぶりに超接近し11月14日（月）は、スー
パームーン中のスーパームーンだそうです。夜空に
ぽっかり浮かぶ超スーパームーンのムーンリバーは、
どれだけの大河になるのか楽しみです。小舟に乗っ
て月に向かって漕ぎだしたいですね。曇らないよう
に祈るばかりです。　　　　　　　　　　（A）

防災訓練に参加
非常電源を確保
防災訓練に参加
非常電源を確保

大子支部
活動報告
大子支部
活動報告

県建設業協会大子支部（大藤博文支部長）は 9
月 1 日に大子町が主催する「平成 28 年度大子町
防災訓練」に参加し、防災ラジオ「FMだいご」
の放送電源を停電発生時においても確保できる
よう、非常用電源の切り替えと放送訓練を実施し
ました。訓練は県内に台風が上陸し、大子町内で
大雨被害による停電や土砂災害が発生したこと
を想定して行われました。

安全衛生大会で
災害ゼロを誓う
安全衛生大会で
災害ゼロを誓う

鉾田支部
活動報告
鉾田支部
活動報告

鉾田支部（丸田康弘支部長）による安全衛生大
会が 9月 6日に同支部会館で開催され、鹿嶋労働
基準監督署や県鉾田警察署による講演が行われた
ほか、安全スローガンを唱和し、参加者全員で労
働災害撲滅を誓い合いました。来賓祝辞では、県
鉾田工事事務所の桐原保雄所長が「慣れによる気
のゆるみが大きな事故につながる。事故のない環
境づくりをお願いしたい」とあいさつしました。

2
名功績賞・ 優良賞3

社
建災防全国大会で本会会員が受賞

9 月 29 日と 30 日に開かれた建設業労働災害防
止協会（建災防）の第 53 回全国建設業労働災害
防止大会（名古屋国際会議場）で、安全衛生表彰
が行われ、本会では、㈱根本工務店の根本勝義氏、
山中建設工業㈱の山中美登樹氏が功績賞を受賞。
また小林建設㈱、㈱大和田建設、小貫建設㈱が優
良賞を受賞しました。おめでとうございます。

大会では一層の安全対策徹底を誓い合いました
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